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製品概要 

API® ZYM は酵素活性の研究を目的にデザインされた半定

量性の微量酵素活性測定法です。本手法はあらゆる種類の

検体（微生物、細胞懸濁液、組織、体液など）に使用でき、

極めて少量の検体で 19 種類の酵素反応を体系的かつ迅速

に試験することができます。 

本キットのプレートは、20 のマイクロウェル（カップ）で

構成されています。各ウェルには酵素基質および緩衝剤が

含まれており、酵素と不溶性基質との反応が行われます。 

API ZYM は、分光光度計や電気泳動といった手法で得られ

る精度を目指して開発されたものではなく、主に精製され

ていない複合検体の酵素活性の検出ができるように開発さ

れた製品です。API ZYM をスクリーニングに使用すること

によって、分光光度計や電気泳動による詳細な試験を行う

際に必要な酵素測定範囲の把握が可能です。 

 

原理 
API ZYM プレートは、20 のカップで構成されており、特に

酵素反応試験のためにデザインされています。 

プレート上の合成基質を含むウェルは不織繊維で作られて

います。これにより、不溶性の基質であっても酵素反応が

進むようになっています。 

濃厚菌液を接種すると、酵素基質が再溶解します。培養期

間中に生成された最終代謝産物を添加試薬を使って呈色反

応させることにより、酵素反応を検出します。 

判定表に従って反応を読み取り、判定します。 

キットの構成  

25 テスト (ビオメリュー品番 20100) :  

• API ZYMプレート 25ストリップ 

• 培養容器 (蓋・トレイ) 25セット 

• 成績記入用紙 25枚 

• 使用説明書は当社ウェブサイトからダウンロード可能

です。 (https://resourcecenter.biomerieux.com/) 

 

プレートの組成 
API ZYM プレートの組成は、本使用説明書の判定表を参照

してください。 

 

本品を使用の際に必要な試薬及び器具 

試薬： 

• サスペンションメディウム 2 mL (ビオメリュー品番 

70700) または0.85%滅菌生理食塩液 2 mL (ビオメリ

ュー品番 20070) 

• ZYM A試薬 (ビオメリュー品番 70494)およびZYM B

試薬 (ビオメリュー品番 70493) 

• マクファーランドスタンダード (ビオメリュー品番 

70900) または デンシマット (ビオメリュー品番 

99234)  

器具： 

• アピピペット (ビオメリュー品番 234-1S) 又は類似品 

• 試験管立て 

• アンプルプロテクター 

• 一般的な微生物試験に必要な器具 

 

使用上の注意 
• 研究・産業分野の試験目的のみにご使用ください。診断

目的には使用できません。 

• 熟練者がご使用ください。本製品は熟練者による使用を

目的としています。 

• 検査材料、細菌培養、および接種菌液はすべて感染性が

あるものとして、適切に取り扱う必要があります。検査

全体を通じて、細菌を扱う際には無菌操作の実施と一般

的 な 注 意 を 払 う 必 要 が あ り ま す 。”CLSI® M29-A, 

Protection of Laboratory Workers from; Occupationally 

Acquired Infections; Approved Guideline– Current 

revision" を参照して下さい。取り扱い注意事項の追加情

報としては、"Biosafety in Microbiological and Biomedical 

Laboratories - CDC/NIH- Latest edition" または、各国で

現在使用されている規定に準拠して下さい。 

 

• 使用期限が過ぎた製品は使用しないで下さい。 

• 使用前に全ての内容物に破損がないか確認して下さい。 

• カップが変形しているなど、破損したプレートは使用し

ないで下さい。 

• プレートは、一度のみ使用し、再利用しないで下さい。 

• ZYM B試薬の新しいアンプルを開封したら、品質管理試

験を実施することを推奨します。 

• 以下のように、注意してアンプルを開けてください。 

• アンプルをアンプルプロテクターに差し込んで

下さい。 

• アンプルプロテクターに入ったアンプルを片手

で垂直位置に持って下さい (白いプラスチック

キャップが上になるように立てます)。 

• キャップをできる限り下方向に押し込みます。 

• キャップの溝面部分に親指を置き、前方に

押し出しててアンプルの先端部を折りま

す。 

• アンプルをアンプルプロテクターから取り出し、

次の使用のために近くに置きます。 

• キャップを注意深く取り除きます。 

 

保管条件 

プレートは2-8℃で外箱に記載の使用期限まで保管して下

さい。 
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検体の前処理 
2 mL 以上の滅菌精製水または緩衝液を含まない希釈液(滅

菌生理食塩水など)に、検体を希釈します。 

• 微生物 :  

サスペンションメディウム (2 mL)（“使用上の注意”に従

ってアンプルを開けて下さい）、滅菌精製水または等張液

に、マクファーランド濁度 5-6 の菌液を調製します。 

斜面寒天培地に発育した純培養菌または液体培養物を遠

心分離して得られた沈降物を菌液調製に使用することが

できます。 

再現性がある結果を得るためには、対象の微生物を同一

の条件で取り扱うこと、つまり同一の分離培地、同一の

希釈液、同一の濁度の菌液を用いることが重要です。 

本製品は構成型酵素を対象としています。誘導型酵素の

場合は、対応する誘導因子を培養に用いる培地に添加す

ることで検出が可能です。 

• その他の試料 (細胞懸濁液, 組織, 体液など …) :  

各文献を参照するか独自の調製方法を構築して下さい。  

適切な試験条件や API® ZYM で得られた結果の解釈につい

ては、用途に応じて各ユーザーで決定して下さい。 

使用方法 
プレートの準備  

• 培養容器（蓋とトレイ）を準備し、湿潤環境を保つため

にトレイの穴に約5 mLの蒸留水や脱塩水(またはガス(例

えば、Cl2、CO2 など)を放出する可能性のある添加物や

化学薬品を含まない水) を入れて下さい。 

• トレイの端に検体名を記入して下さい (蓋に検体番号を

記載した場合、操作中に置き間違える可能性がありま

す)。 

• 使用直前にパウチからプレートを取り出します。 

• プレートを培養容器に入れます。 

 

 

 

 

 

プレートへの菌液分注 

• アピピペットを使用してプレートのカップに菌液を 65 

µL ずつ分注して下さい。 

• 菌液の接種後、トレイに蓋をして、一般的には 37°C (至

適温度)で 4 - 4.5 時間培養します。培養時間と培養温度は

試験する検体によって異なる場合がありますが、検体を

比較検討する際には、全ての試験条件（時間、温度、増

殖培地、懸濁液の濃度）を必ず同一にして下さい。接種

済みのプレートは明るい光が当たるところに置かないで

下さい。 

判定と解釈 
プレートの判定 

培養後 :  

• 各カップに ZYM A 試薬と ZYM B 試薬 (*)を 1 滴ずつ加

えます。界面活性剤である ZYM A 試薬を加えることで、

ZYM B 試薬の培養液への溶解が促進されます。 

(*) ZYM B 試薬の各アンプルを最初に使用する前に、品

質管理試験の実施を推奨します。変質している試薬を取

り除くために、品質管理の項目に記述されている

ATCC® 27853™株の使用を推奨します。 

• 呈色するまで 5 分以上放置します。 

• 可能であれば、電球をカップの約 10 cm (4 インチ)上に

配置し、プレートを強い光源（1000W 電球）の下に約

10 秒間置いて下さい。これによりカップ内の未反応の過

剰な Fast Blue BB によって呈色した黄色を排除できます。

光照射後、陰性反応は無色となります。数分間プレート

を自然光下に置くことで同様の結果が得られます。 

反応の記録  

判定表に従って反応を読み取り、結果を成績記入用紙に記

入します。反応の強度を 0-5 の値に割り当てます。：0 は陰

性、5 は最も強い呈色反応、その中間を反応の強度に応じ

て 1、2、3 または 4 とします。 (反応強度 3、4、5 は陽性

反応とします)。 

プレートに添加試薬を加えた後、色調は数時間安定してい

ます。24時間後から色調が劣化することがあり、反応の読

取りの妨げとなる場合があります。

品質管理 

全てのアプリケーションについて、API ZYM を使用する前に、試験に用いる検体や操作手順などの品質管理を行うことを強

く推奨します。サスペンションメディウム、プレート、添加試薬は製造の様々な段階で体系的に品質管理が行われています。

API ZYM の品質管理は以下の表の菌株や精製酵素を用いて実施してください。: 

 

1. Pseudomonas aeruginosa ATCC®* 27853TM (トリプケースソイ寒天培地上で 18-24 時間培養し、デンシマットでマクフ

ァーランド濁度 5-6 に調製した菌液により得られた結果)。 

2. α- chymotrypsin Sigma C4129 (濃度 1 g/L を使用して得られた結果)。  

・ 添加試薬の添加して 7-10 分後に結果の読み取りと判定を行った。  

* ATCC : American Type Culture Collection, 10801 University Boulevard, Manassas, VA 20110-2209, USA.  

  

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  

–  +  +  +  +  +  –  –  –  –  V  –  –  –  –  –  –  –  –  –  

–  –  +  V  –  –  –  –  V  +  –  –  –  –  –  –  –  –  –  –  

1. 

2. 
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使用制限 
• API® ZYM は同定用キットではありません。 

• API ZYM は研究用キットであり、臨床検査用にデザイン

されていません。 

• 全てのアプリケーションについて、ビオメリュー社で行

っている品質管理以外は、使用者の責任の元で行って下

さい。API ZYM の操作および精度の検証は、各施設の方

針および手順に従って実施することを推奨します。 

• 当社は、API ZYM で得られた結果の使用に関する一切の

責任を負いません。 

 

 
廃棄処理 

使用済みもしくは未使用の試薬の廃棄に関しては他の汚染

した廃棄材料と同様、感染性もしくは感染の危険のある製

品の取扱方法に従って行ってください。起こりうる危険を

適切に考慮の上、各検査室の責任の元、廃棄産物や流出物

はそれぞれの危害毒性や度合いを考慮し、地域の適切な規

制に従って廃棄してください。 
 

 

 

 

判定表 

* 添加試薬の添加後、強い光照射を行った場合は無色または陰性コントロールの色を示しますが、光照射を行わなかった場合は薄い黄色に

呈色します。 

 

 

  

No.  酵素アッセイ 基質 pH  

判定結果 

陽性 陰性 

1  陰性コントロール     
無色または 

サンプル本来の色 

2  Alkaline phosphatase  2-naphthyl phosphate  8.5  紫色 

無色 

または 

薄い黄色* 

3 Esterase  (C 4)  2- naphthyl butyrate 6.5 紫色 

4 Esterase Lipase (C 8)  2- naphthyl caprylate 7.5 紫色 

5 Lipase (C 14)  2- naphthyl myristate 7.5 紫色 

6 Leucine arylamidase L- leucyl-2-naphthylamide 7.5 オレンジ色 

7 Valine arylamidase L- valyl-2-naphthylamide 7.5 オレンジ色 

8 Cystine arylamidase L- cystyl-2-naphthylamide 7.5 オレンジ色 

9 Trypsin N- benzoyl -DL- arginine-2-naphthylamide 8.5 オレンジ色 

10 α- chymotrypsin N- glutaryl-phenylalanine-2-naphthylamide 7.5 オレンジ色 

11 Acid phosphatase 2- naphthyl phosphate 5.4 紫色 

12 Naphthol -AS-BI-phosphohydrolase Naphthol -AS-BI-  phosphate 5.4 青色 

13  α- galactosidase 6-Br-2- naphthyl -αD- galactopyranoside 5.4  紫色  

14  β- galactosidase 2- naphthyl -βD- galactopyranoside 5.4 紫色 

15  β- glucuronidase Naphthol -AS-BI-βD- Naphthol 5.4 青色  

16  α- glucosidase 2-naphthy-αD- glucopyranoside 5.4 紫色 

17  β- glucosidase 6-Br-2- naphthyl -βD- glucopyranoside 5.4 紫色 

18  N-acetyl-β- glucosaminidase 1-naphthy-N- acetyl -βD- glucosaminide 5.4 茶色  

19  α- mannosidase 6-Br-2- naphthyl -αD- mannopyranoside 5.4 紫色  

20  α- fucosidase 2- naphthyl -αL- fucopyranoside 5.4 紫色  
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製品に関する保証 
当社は当該製品に関する使用方法、保管条件、使用期限および注意事項等のすべての手順が、使用説明書に記載されてい

るとおりに遵守されている限り、用途に明示した性能を保証します。 

上記した内容を逸脱し使用された場合は、当社は当該製品の商品性および、特性の目的または使用の適合性に関して保証

いたしません。またこのような場合、試薬、ソフトウェア、機器および消耗品に関する一切の責任も負いません。 
 
  

改訂履歴 

改訂カテゴリー 

N/A 変更なし(初版) 

Correction 誤植の修正 

Technical Changes 製品に関連した情報の追加、変更および/あるいは削除  

Administrative 技術関連ではない変更 

 

 

注記: 軽微な誤記、言い回し、フォーマットの変更は改訂履歴には含まれません。 

  

Release date  Part Number  Change Type  Change Summary  

2022/09  07883G  

Administrative  改訂履歴 

Technical Change  

判定および解釈 

品質管理 

シンボルマーク 

  
BIOMÉRIEUX, the BIOMÉRIEUX logo and API are used, pending and/or registered trademarks belonging to bioMérieux, or one of its 

subsidiaries, or one of its companies.  
The ATCC trademark and trade name and any and all ATCC catalog numbers are trademarks of the American Type Culture Collection. 

CLSI is a trademark belonging to Clinical Laboratory and Standards Institute, Inc.  
Any other name or trademark is the property of its respective owner.  
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